
Fig.3 凍結融解試験結果  
Results of freeze-thaw test 
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１．はじめに 

コンクリート開水路では，近年，種々の

表面被覆材を用いた補修が行われている。

積雪寒冷地に位置する開水路では，コンク

リートにおける凍害劣化と摩耗劣化が確認

されており 1)，それら劣化外力は補修後の

表面被覆材にも作用することが予想される  
（Fig.1）。著者らは，コンクリートおよび無機系表面被覆材における凍害劣化が摩耗劣化

に与える影響を確認するための検討を進めている。本稿では，配合の異なるモルタル試験

体において，凍結融解を作用させ，その後に摩耗促進試験を行った結果について報告する。  
２．試験方法 

本試験に用いるモルタル試験体は，JIS 標準砂を使用した AE モルタルとした。セメント

は普通ポルトランドセメント，混和剤は AE 剤を使用した（目標空気量 6.0%）。水セメント

比 W/C は 45，55，65%とし，砂セメント比 S/C は 3.0 に統一した。試験体の作製では，先

ず，100×100×400mm の角柱試験体を打設し，20℃で 28 日間の水中養生を行った。養生  
期間経過後，100×100×200mm の試験体に二

分割し，一方では凍結融解試験を行い，もう

一方では 5℃の水中浸漬を行った。  
凍結融解試験は，JIS A 1148 の A 法（水中

凍結融解試験方法）に準拠して行った（Fig.2）。
凍結融解サイクル数は 100，200，300 サイク

ルである。判定指標は相対動弾性係数，打設

面からの深さ毎（5～95mm，10mm 間隔）の

超音波伝播速度から求まる相対動弾性係数

とした。超音波伝播速度からの相対動弾性係

数の算出では，緒方ら 2)の研究結果から導き

出されている算出式を用いた。また，摩耗促

進試験は水流摩耗試験方法 3)により行った

（Fig.2）。吐出圧力は 11MPa，試験時間は 10

時間である。判定指標は平均摩耗深さとした。 
３．試験結果および考察 

凍結融解試験結果を Fig.3 に示す。相対動  
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コンクリート 無機系表面被覆材 

Fig.1 凍害と摩耗を受ける開水路  
Open channel exposed to frost damage and abrasion 

凍結融解試験 水流摩耗試験 

Fig.2 凍結融解試験，水流摩耗試験  
Freeze-thaw test, Water jet abrasion test 
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弾性係数は，W/C65 では試験開始直後より，

W/C55 では 200 サイクル経過後より，その低

下は大きくなったが，W/C45 では 300 サイク

ル終了時まで低下はほぼみられなかった。凍

結融解試験における打設面からの深さ毎の

相対動弾性係数を Fig.4 に示す。図中では，

全ての深さ毎の相対動弾性係数の平均値（全

体）に加え，打設面近傍（5～35mm）の測定

値を併記している。相対動弾性係数は，総じ

て打設面に近いほど低くなる傾向がみられ， 
W/C45 においても，打設面に最も近い深さ 5mm では約 5%の低下がみられた。  

水流摩耗試験結果を Fig.5 に示す。平均摩耗深さは，水セメント比が大きいほど，凍結

融解サイクル数が多いほど，その増加は大きくなった。W/C45 においても，300 サイクル

では 0 サイクルに比べ約 2 倍の増加がみられた。5℃の水中浸漬を行った同材齢の試験体に

おける平均摩耗深さ（10 時間）に対する，凍結融解試験を行った試験体における平均摩耗

深さ（10 時間）の比率を相対摩耗深さとして算出した結果を Fig.6 に示す。相対動弾性係

数はほぼ低下しなかった W/C45 においても，300 サイクル後の相対摩耗深さは増加した。  
４．おわりに 

凍結融解を作用させたモルタル試験体の摩耗促進試験を行った結果，摩耗量は凍結融解

サイクル数に応じて増加することが分かった。今後は，無機系表面被覆材の試験を行う。  
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Fig.4 凍結融解試験結果（打設面からの深さ毎の相対動弾性係数） 

Results of freeze-thaw test (Relative dynamic modulus of elasticity per depth from the surface) 
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Fig.5 水流摩耗試験結果（凍結融解サイクル毎の平均摩耗深さ） 

Results of Water jet abrasion test (Average abrasion depth per freeze-thaw cycle) 

Fig.6 凍結融解試験結果（相対摩耗深さ）  
Results of freeze-thaw test (Relative abrasion depth) 
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